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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・城前　実様～持参薬を同内容にて当院処方へ切り替えとなる。
・中村　留理子様～本日昼食後薬と明日朝食後薬を間違えて誤薬した事を報告し、経過観察指示。本日夕食後のバルプロ酸Naと昼食後薬を明日朝へスライド、明日朝分のレキサルティ1T処方となる。また、持参薬のモサプリドが毎食後服用の指示だが、朝夕にしかセットされていなかったこと報告し、経過観察指示あり。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。眠気見られ、自室で臥床して過ごしている事多いが、時折ホールに出て、手酌で飲水行動あり。介入に対し不満や反論なく、自室に戻って臥床続けている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。入浴後のためか、眠気見られ部屋から出ずに居眠り見られている。脱衣行為、不潔行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～身体拘束継続中。朝食1/2、昼食全量摂取。自傷行為を仄めかす言動なし。環境に対する不満の訴えもない。食後は眠って過ごし悲観的な言動はない。拘束部位の循環障害なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15時～16時の開放観察実施。不穏さ無く、スタッフ対応穏やか。自傷行為をほのめかす発言も無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・袴田　ハナヱ様～酸素飽和度低下無し。介助にて各食数口ずつ摂取。むせ込みはない。不調訴え無く、声掛けへの疎通も良好。
・丸尾　貴史様～ほとんど自室にて臥床して過ごしている。
・中田　定明様～各食全量摂取。徘徊あるが他室侵入なく覗くのみ。スタッフ対応穏やか。帰宅要求や不穏さはない。
・

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～依然、特定患者様、特定スタッフに関連した被害的内容の訴えあり。一時的に情動不安定となる事があるが、頓服や傾聴にて落ち着き、粗暴行為等の問題行動なし。父様の協力得られず措置解除も進まずにいるが、本人様は父様に対しての負い目がある為か、不満の訴えはない。
